
プラロード  
軟弱地盤（水田等）への利用に 
最適な簡易仮設道路資材 
 
盛土工法に代わる画期的な再生プラスチック製仮設道路   



プラロードの５メリット 

•  安全 
•  エコロジー 
•  工期短縮 
•  様々な用途に利用（災害時活用） 
•  トラブル防止 

 
 

 



製品概要 

•従来用途は地下貯留槽（クロスウェーブ） 
•1998年発売以来施工件数 5273件 
•総貯留量 １３８万ｍ３ 
・材質 再生ポリプロピレン 
                         ２０１４年１０月末実績 



雨水貯留施設 
施工中 

完成 

完成後 芝生広場として利用 



工法概要 

• プラロード（再生プラスチックブロック）を路盤材として用い、上部
に鉄板を敷設した仮設道路工法で工期の短縮・CO2排出量の
削減・使用後のリユース・再資源化ができ、リサイクル性が向上す
る画期的な工法です。 
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摘要範囲 
 

• 1.場 所  水田や畑地などの平地 
• 2.荷 重  許容荷重（80kN/m2）※2の範囲内で自動車荷重は、T-25対応 

        ※2：資材置場等での長期載荷時の許容荷重は、40kN/m2以下とする。 
• 3.用 途  仮設工事や災害復旧工事（道路・資材置場・駐車場・歩行路など） 

        その他（各種イベント用桟敷、舞台など） 
 



プラロードに使用する部材 

フルサイズ 994×994×180 

重量 6.5㎏/枚 

ハーフサイズ 994×494×180 

重量  3.3㎏/枚 

スペーサー 994×240×45 

重量 1.4㎏/枚 
 



標準断面 

耕作土 



安全 
•プラロード敷設・撤去作業において重機との並行作業が
無く安全性向上。 
 
従来工法 



安全（施工管理） 

•路盤材として、含水比の心配なく
高強度を持続的確保します 



エコロジー  3R 



摘要範囲 

• 休耕田 畑や稲刈り後の水田地帯に最適 
• 山間部 人力施工可能で狭い場所でもOK 
• 砂 浜 人工海浜などの砂浜 
• 屋 内 屋内イベントホールにも応用可能 
• 水 路 確実な撤去でクリーン施工 
• 建 築 狭隘な建築工事現場の養生通路 
• その他 災害などの緊急時にも最適 
     



工期短縮 
• 50㎡敷設/人・日 
• 運搬が容易（一枚当たり6.5ｋｇ） 
•   ：運搬車（ダンプ）往復がありません 
•   ：搬入搬出時は重ねて省スペース １１ｔトラックで 
       約250㎡分運搬いたします 
       砕石ダンプ１６台分の数量  
簡単な敷設作業 
•   ：基本的には整形不要 
•   ：接続部品がないので 設置訓練不要 
• 天候の影響が受けにくい 
• 土砂流出等が無いので管理が容易です 



工期短縮 
継手不要 

運搬容易 

仮置きは省スペース 

雨天時施工可能 



施工手順 

１．準備工 
 
施工範囲を点検し、大きな凹
凸はあらかじめ均します 



施工手順 
 ２．土木シート敷設 

 
所定の位置に土木シートを         
敷設する 
 
引っ張り強度：２００N/ｃｍ以上 



施工手順 

3.プラロード敷設 
 
一段目敷設後、二段目は90度回転
させ敷設する 



施工手順 
プラロード敷設完了 
 
上面谷部にスペーサーをセットする 



 
 

施工手順 

プラロード完成 

鉄板22mmを敷設  



使用状況 

１０ｔダンプ走行状況 



使用状況 
５０ｔラフター走行状況 



プラロード撤去完了比較 

必要に応じて整正し   
現状復帰する。 



原状復帰について（重量比較） 
 



災害時における                                          



物資等運搬道路確保の重要性 

• 緊急性を必要とする、道路復旧は時間との戦い 
• いかに省力化するか 
• 最小限の資材、時間で可能に致します 



災害発生時において 物資等運搬道路確保の重要性 

 

水田等（軟弱地盤） 

陥没場所 



陥没箇所復旧イメージ 最大ｈ＝5.6ｍ対応可能 

土のう プラロード リピーボード 



災害発生時において 物資等運搬道路確保の重要性 

 
道路 

プラロード 

陥没箇所 

水田等（軟弱地盤） 



プラロード上部敷設材料（リピーボード） 
 
 

 
 



工事内容 復旧条件 延長5ｍ×幅７ｍ×深さ2ｍ＝70ｍ３

工法 材料 人員

プラロード工法 CW トラック 4名

人力施工 リピーボード １台

人力施工 CW トラック 4名

リピーボード １台

合計 ２台 ８名

一般工法 砕石 ダンプ パワーショベル 転圧機械 作業員機械運転共

機械人力施工 95ｍ３ １５台 １台 １台 8人

機械人力施工 砕石 ダンプ パワーショベル 転圧機械 作業員機械運転共

90ｍ３ １５台 １台 １台 8人

※　新たに使用材料の処分場所が必要

合計 30台 ２台 ２台 １６名

撤去時

機械

撤去時

施工時

施工時



考察 
• 運搬以外は全て人力にて施工が完了します 
• 各作業の重複が少なく安全性が高く、専門技術が必要ありません 
• ほとんどの部材がレンタル製品であり、撤去時の処分が最小限である 
• 問題点 
• 現段階ではリピーボード2枚重ねで4t車通行可能であるが、改良を重ね10t
車通行可能な工法としたい（鉄板22mm敷設可能ならば１０ｔダンプ通
行可能 



施工事例 
※港湾関係 
 
※河川関係 



施工事例 １ 

工事件名   石巻西港防潮堤補修工事 
発注者     宮城県 
施工期     ２０１１年１月 
                                         



防波堤工事においての利用 

歩道車道部分の段差解消のため利用 
 
通常の材料砕石等では 供用部分への砕石等の流出 
 
考えられます。 
 
またクレーンが現場にあるため 敷き鉄板を取り除いた後 
 
人力施工で 連接工区へのプラロードの移設が容易です。 
 



施工事例 ２ 

工事件名   広域河川山崎川改修工事（２５瑞穂） 
発注者     名古屋市緑政局 
工期      平成26年５月１６日～26年3月16日まで 
工事内容   護岸補強工事うち 
         仮設道路工事 盛土材（流用土）１８００ｍ３のうち 
         １２００ｍ３をプラロードで施工                                      



施工前 



底部施工状況 



施工状況組立 



踊り場上部まで完成 



踊り場部分完成 上部砕石敷き 





考察 

•今回工事は名古屋市瑞穂区山崎川、民家が隣接しており、搬
入路も狭隘であり、盛土材料搬入搬出に関しては、極力運搬
車（１０ｔダンプ）を軽減することが、工事進捗及び工事完成
にあたっての工期、最も重要な安全に寄与することは（トラブル
防止）、明確であり仮設道路は一部「プラロード」工法を採用し
ました。 



プラロード 



山昇建設株式会社 

ご清聴感謝ありがとうございました 
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